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るためのマークアップ言語を提案している。同様の目的をもつ SGML の CONCUR は，論理構造と割付
け構造の間でのテキスト順序の逆転を扱えなかった。一方，提案するマークアップ言語は，ほとんどの
WYSIWYG 文書（例えば脚注を含む文書）を表現することができる。後半部の鍵となるアイディアは，埋
込みノードとモールドノードの導入によって，論理構造と割付け構造の間の関係を解きほぐすことである。
埋込みノードは，論理構造と割付け構造の間の対応関係を表現するノードである。モールドノードは，一時
【335】
－750－
的なノードであり，後で割付けノードによって置換えられるノードである。論理構造と割付け構造の間の関
係を解きほぐすことにより，論理構造と割付け構造を埋込みマークアップによって容易に表現することがで
きる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，XML スキーマ言語を比較検討するための形式的なフレームワークと，文書割付け処理モデル
に基づく文書の論理構造と割付け構造の表現について考察したものである。前者は，その理論的な意義のみ
でなく，スキーマ言語（特に，RELAX NG）の標準化に大きな影響を与える等，実際的な面でも有用性が
認められ高く評価できる。後者は，現在でも完全な解決がなされていない問題に対する先駆的な研究として
意義が大きい。よって，本研究はマークアップ構造化文書に関わる情報工学上の貢献が大きいと認められる。
今後，本論文で示された理論的基盤に立脚したシステム実装等が進展することを期待する。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
